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2016

Special

中
逸
町
政
の
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト
。

「
住
み
た
い
・
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と
思
え
る

ま
ち
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
だ
２
期
目
の
中
逸

町
政
。

任
期
４
年
間
の
最
後
と
な
る
今
年
は
、
小
さ
な

芽
を
大
き
な
木
に
育
て
る
大
切
な
年
で
す
。

新
た
な
芽
が
息
吹
き
始
め
た
長
洲
町
に
、
大
き

な
木
を
育
て
る
た
め
、
町
民
一
体
と
な
っ
て
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

施
政
方
針
２
０
１
６

ま
ち
づ
く
り
の
芽
を

大
き
な
木
へ
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「
住
み
た
い
・
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

平
成
28
年
度　

施 

政 

方 

針
特別会計

【
任
期
４
年
の
最
終
年
度
を
迎
え
て
】

わ
た
し
は
、
町
長
に
就
任
し
て
以

来
、
財
政
の
健
全
化
を
図
り
な
が

ら
、
長
洲
町
が
夢
と
希
望
と
活
力
あ
ふ

れ
る
町
と
な
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
最
大
の
懸

念
事
項
で
あ
り
ま
し
た
公
共
下
水
道
特

別
会
計
の
赤
字
解
消
を
は
じ
め
、
社
会

資
本
の
整
備
や
介
護
予
防
拠
点
施
設
を

活
用
し
た
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、

町
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が

ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
芽
を
大
き
な
木
に

す
る
た
め
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
平
成
27
年
10
月
に
は
、
長
洲
町
の

総
合
戦
略
と
な
る
「
長
洲
町
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
策
定

し
た
と
こ
ろ
で
も
あ
り
、
さ
ら
な
る
長

洲
町
の
発
展
に
向
け
、
町
民
の
皆
さ
ん

の
ご
意
見
や
ご
要
望
を
お
聞
き
し
な
が

ら
、
町
の
地
域
資
源
を
最
大
限
に
生
か

し
た
地
方
創
生
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

【
社
会
保
障
費
の
伸
び
が
財
政
に
影
響
】

現
在
の
社
会
情
勢
に
目
を
向
け
ま
す

と
、
安
倍
内
閣
に
よ
る
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
の
効
果
が
少
し
ず
つ
地
方
に
も
現

れ
は
じ
め
、
有
効
求
人
倍
率
も
改
善
傾

向
が
見
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
中
国
経
済
の
急
速
な
減
速
や
世

界
的
な
原
油
安
、
米
国
の
利
上
げ
な
ど

に
よ
る
株
式
市
場
の
変
動
に
よ
り
、
不

透
明
感
が
増
し
、
日
本
や
世
界
を
取
り

巻
く
経
済
状
況
は
、
依
然
と
し
て
厳
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
先
般
、国
の
一
般
会
計
予
算
と
し
て
、

過
去
最
大
の
予
算
規
模
と
な
る
96
兆

７
２
０
０
億
円
が
計
上
さ
れ
、
経
済
再

生
と
財
政
健
全
化
を
推
進
す
る
た
め
の

予
算
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
国
家

予
算
に
つ
き
ま
し
て
は
、
安
倍
内
閣
が

新
た
に
掲
げ
る
「
一
億
総
活
躍
社
会
」

の
実
現
に
向
け
て
、
地
方
創
生
の
本
格

展
開
や
子
育
て
、
介
護
な
ど
の
社
会
保

障
の
充
実
に
重
点
を
お
い
た
予
算
配
分

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

長
洲
町
に
お
き
ま
し
て
は
、
社
会
保

障
費
の
増
加
に
よ
る
厳
し
い
財
政
運
営

の
中
、
国
の
事
業
や
施
策
に
基
づ
き
な

が
ら
、
第
５
次
長
洲
町
総
合
振
興
計
画

な
ら
び
に
長
洲
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
に
沿
っ
て
、
予
算
編

成
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

【
町
政
運
営
に
全
身
全
霊
を
込
め
て
】

長
年
の
課
題
で
あ
り
ま
し
た
下
水
道

特
別
会
計
の
赤
字
は
解
消
さ
れ
た

も
の
の
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
、
社

会
資
本
の
整
備
、
財
政
問
題
な
ど
、
課

題
は
多
く
残
っ
て
お
り
、
そ
の
対
応
が

求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
状
況

下
で
は
あ
り
ま
す
が
、平
成
28
年
度
は
、

こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た

芽
を
大
き
な
木
に
す
る
た
め
の
年
と
し

て
、地
方
創
生
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

定
住
促
進
に
向
け
た
事
業
を
展
開
し
、

町
民
の
皆
さ
ん
が
「
住
み
た
い
・
住
ん

で
良
か
っ
た
」
と
思
え
る
よ
う
、
全
身

全
霊
で
町
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

【
施
政
方
針
】

し
せ
い
ほ
う
し
ん

【
意
味
】

政
治
を
行
う
と
き
の
方
向
。
政

治
の
目
的
・
方
法
・
理
念

（抜　粋）

　歳入の根幹をなす町税は、大手企業の決算状
況、法人税割の引き下げの影響により、前年度
比0.6%減の19億9,052万円となっています。ま
た、同じく大きな割合を占める地方交付税は、
6.1％減の16億8,900万円となっています。

特別会計とは、特定の収入を持って特定
の支出に充てるような事業に対して、そ
の支出と収入を明確にするために設けら
れるものをいいます。

　小中学校普通教室エアコン設置事業、幼児英
語教育事業、高齢者支援施設「げんきの館」を
核とした介護予防事業、幹線道路整備事業、空
家対策事業など「第５次長洲町総合振興計画」、

「長洲町まち・ひと・しごと創生総合戦略」の基
本目標実現に向けた予算を計上しています。

歳入　Revenue 歳出　Budget spending

町税
19億9,052万円

人件費
10億3,173万円

公債費
5億7,948万円

扶助費
7億3,260万円

普通建設事業費・
災害復旧事業費
4億6,291万円

その他
3,546万円

地方交付税
16億8,900万円 繰出金

9億5,916万円

地方債
5億3,960万円

地方消費税交付金
3億1,493万円

補助費等
14億9,153万円

物件費
8億2,111万円

積立金
3,068万円

維持補修費・貸付金・その他
4,080万円

地方譲与税
4,879万円

県支出金
4億2,500万円

国庫支出金
6億9,482万円

繰入金
4,872万円

諸収入
1億2,201万円

分担金・負担金
6,423万円

使用料・手数料
1億385万円

繰越金
5,000万円

財産収入・寄付金
2,307万円

義務的
経費
38.1％

投資的
経費
7.5％

その他
経費
54.4％

自主
財源
39.0％

依存
財源
61.0%

歳入
61億5,000万円

歳出
61億5,000万円

会　計　名 予　算　額 前年度比
国民健康保険特別会計 25億4,280万円 7.0%
介護保険特別会計 17億3,430万円 3.9%
後期高齢者医療特別会計 1億9,020万円 1.7%
公共下水道特別会計 15億4,700万円 △0.3%
浄化槽施設整備事業特別会計 1,550万円 3.3%

水道事業会計
収益的収支 2億5,363万円 4.0%
資本的収支 8,963万円 △79.5%

125125
まちのお金の使い道（2016予算）

予算総額予算総額
平成28年度の当初予算が３月町議会で可決されました。
特別会計を含めた全会計の予算規模は、総額125億円
となります。

億
円
億
円
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主事
要
0103

02

02
業
○
小
中
学
校
エ
ア
コ
ン
等
整
備
事
業

　

１
億
９
９
１
万
円

	

（
学
校
教
育
課
）

　

各
小
中
学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
の
整
備

な
ど
を
行
う
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
に

快
適
な
学
習
環
境
を
提
供
し
、
学
力
の

向
上
を
図
り
ま
す
。

○
幼
児
英
語
教
育
導
入
事
業

６
０
０
万
円	
（
子
育
て
支
援
課
）

　

町
内
の
幼
稚
園
・
保
育
所
に
英
語
指

導
者
を
派
遣
し
、
子
ど
も
た
ち
が
幼
少

期
か
ら
楽
し
ん
で
英
語
へ
触
れ
親
し
む

こ
と
で
、
幼
少
期
か
ら
の
充
実
し
た
英

語
教
育
を
図
り
ま
す
。

○
長
洲
寺
子
屋
学
習
支
援
事
業

62
万
円	

（
学
校
教
育
課
）

　

地
域
の
介
護
予
防
拠
点
施
設
を
活
用

し
て
学
習
支
援
を
行
う
こ
と
で
、
子
ど

も
た
ち
が
生
活
環
境
に
関
係
な
く
平
等
に

教
育
が
受
け
ら
れ
る
体
制
を
創
り
ま
す
。

○
あ
さ
り
貝
漁
獲
高
等
向
上
支
援

事
業

８
５
７
万
円	

（
農
林
水
産
課
）

　

あ
さ
り
貝
の
育
成
を
図
る
た
め
、
福

岡
大
学
と
連
携
し
、
有
明
海
の
水
質
改

善
や
エ
イ
な
ど
の
有
害
生
物
の
除
去
を

行
い
ま
す
。

○
漁
業
へ
の
企
業
参
入
支
援
事
業

１
０
０
０
万
円	

（
農
林
水
産
課
）

　

海
苔
養
殖
業
へ
参
入
す
る
企
業
に
対

し
、
養
殖
や
乾
燥
を
す
る
た
め
の
施
設

整
備
の
支
援
を
行
う
こ
と
で
、
さ
ら
な

る
水
産
業
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

○
金
魚
品
種
改
良
等
支
援
事
業

１
２
４
万
円	

（
農
林
水
産
課
）

　

町
養
魚
組
合
へ
調
査
研
究
費
用
を
支

援
す
る
こ
と
で
、
品
種
改
良
に
よ
る
新

た
な
金
魚
の
開
発
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
長
洲
ふ
る
さ
と
塾
事
業

80
万
円	

（
学
校
教
育
課
）

　

長
洲
町
の
地
域
特
有
の
豊
か
な
自
然

を
生
か
し
て
、「
学
ぶ
」「
遊
ぶ
」「
育
む
」

を
テ
ー
マ
に
「
社
会
体
験
」、「
自
然
体

験
」
な
ど
の
活
動
を
行
い
ま
す
。

○
「
夢
の
教
室
」
事
業（
小
中
学
校
）

１
８
２
万
円	

（
学
校
教
育
課
）

　

元
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
や
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
選
手
な
ど
を
招
き
、
子
ど
も
た

ち
が
夢
を
持
つ
こ
と
や
仲
間
を
持
つ
大

切
さ
を
学
び
ま
す
。

○
外
国
青
年
誘
致
事
業

１
０
８
２
万
円	

（
学
校
教
育
課
）

　

Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）
を
2

人
配
置
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
の

国
際
理
解
を
深
め
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ス

ピ
ー
カ
ー
と
し
て
の
英
語
力
向
上
を
図

り
ま
す
。

○
若
者
を
活
か
し
た
町
魅
力
向
上

事
業

１
３
５
０
万
円	

（
ま
ち
づ
く
り
課
）

　
「
金
魚
の
館
」
に
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ

ス
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
学
生
な
ど
が
集

ま
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
や
交
流
活
動
が

で
き
る
場
所
を
創
り
ま
す
。

○
「
金
魚
の
え
き
」
め
ぐ
り
事
業

１
５
７
０
万
円	

（
ま
ち
づ
く
り
課
）

　
ポ
イ
ン
ト
制
の
ア
プ
リ
を
開
発
、整
備
す

る
こ
と
で
、町
内
の
各
店
舗
な
ど
を「
金
魚

の
え
き
」と
し
て
周
遊
し
て
も
ら
え
る
よ
う

に
し
ま
す
。

○
「
金
魚
と
鯉
の
郷
広
場
」
を
核

と
し
た
観
光
振
興
事
業

１
４
１
０
万
円	

（
ま
ち
づ
く
り
課
）

　
「
金
魚
の
館
」に
商
品
販
売
ギ
ャ
ラ
リ
ー

を
整
備
し
、新
た
に
駐
車
場
の
整
備
な
ど

を
行
う
こ
と
で
、さ
ら
に
多
く
の
人
が
来
て
、

楽
し
ん
で
も
ら
え
る
施
設
を
つ
く
り
ま
す
。

○
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
事
業

５
０
０
万
円	

（
ま
ち
づ
く
り
課
）

　

町
商
工
会
が
発
行
す
る
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
に
対
し
て
、
事
業
費
の
補
助
を

行
う
こ
と
で
、
町
内
商
工
業
の
さ
ら
な

る
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

○
実
践
型
地
域
雇
用
創
造
事
業

５
２
６
万
円	

（
ま
ち
づ
く
り
課
）

　
「
長
洲
町
地
域
雇
用
創
造
協
議
会
」

が
、
新
た
な
商
品
の
開
発
や
町
内
商
工

業
者
へ
の
支
援
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と

で
、
町
内
で
の
新
た
な
雇
用
を
創
出
し

ま
す
。

○
金
魚
と
鯉
の
郷
広
場
屋
外
ト
イ

レ
等
改
修
事
業

２
６
１
６
万
円	

（
ま
ち
づ
く
り
課
）

　

金
魚
と
鯉
の
郷
広
場
の
ト
イ
レ
な
ど

を
改
修
す
る
こ
と
に
よ
り
、
町
民
や
来

訪
者
の
憩
い
の
空
間
を
創
り
ま
す
。

○
高
齢
者
支
援
施
設
管
理
事
業

２
９
１
万
円	

（
福
祉
保
健
介
護
課
）

　

上
沖
洲
保
育
所
跡
地
に
高
齢
者
支
援

施
設
「
げ
ん
き
の
館
」
を
整
備
し
、
高

齢
者
の
日
常
生
活
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

○
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業

４
０
０
万
円	

（
福
祉
保
健
介
護
課
）

　

高
齢
者
や
障
が
い
者
の
皆
さ
ん
の
生

活
で
の
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
ご
と
に
対

し
て
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
基
本
的

な
生
活
支
援
な
ど
を
行
い
ま
す
。

○
後
期
高
齢
者
歯
科
口
腔
健
康
診

査
事
業

49
万
円	

（
福
祉
保
健
介
護
課
）

　

後
期
高
齢
者
の
口
腔
機
能
低
下
や
誤

嚥
性
肺
炎
を
防
ぐ
た
め
、
口
腔
機
能
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
歯
科
検
診
を
行
い
ま
す
。

○
保
育
所
民
営
化
検
討
事
業

10
万
円	

（
子
育
て
支
援
護
課
）

　

町
立
保
育
所
の
民
営
化
に
向
け
た
検

討
委
員
会
を
開
催
し
ま
す
。

○
「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
」
整
備
事
業

４
４
２
万
円	

（
子
育
て
支
援
課
）

　

母
子
保
健
や
育
児
に
関
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
相
談
な
ど
へ
の
対
応
を
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
化
し
て
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て

期
に
わ
た
る
ま
で
切
れ
目
の
な
い
支
援

を
行
い
ま
す
。

○
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業

６
４
９
３
万
円	

（
子
育
て
支
援
課
）

　

中
学
生
ま
で
の
子
ど
も
に
か
か
る
医

療
費
の
一
部
を
助
成
す
る
こ
と
で
、
子

ど
も
た
ち
の
健
全
な
育
成
を
図
り
、
子

育
て
へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

ChapterChapter

Chapter

Chapter

未
来
を
拓ひ
ら
く
人
づ
く
り
を

目
指
す
夢
の
あ
る
ま
ち

地
域
の
資
源
を
生
か
す
活
力
の
あ
る
ま
ち

人
と
人
と
が 

支
え
合
う

希
望
の
あ
る
ま
ち

人
と
人
と
が 

支
え
合
う

希
望
の
あ
る
ま
ち

今年度、町が取り組んでいく
	 主な事業を紹介します。

 マークは、ことし新しく取り組む事業を表しています
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06

04

○
空
家
対
策
事
業

８
６
６
万
円	

（
ま
ち
づ
く
り
課
）

　

危
険
空
家
判
定
や
計
画
策
定
業
務
を

委
託
し
、
危
険
空
家
、
寄
附
空
家
の
解

体
工
事
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
安

全
な
地
域
環
境
を
つ
く
り
ま
す
。

○
き
ん
ぎ
ょ
タ
ク
シ
ー
運
行
事
業

１
５
３
８
万
円	
（
ま
ち
づ
く
り
課
）

　

現
在
、
２
台
で
運
行
し
て
い
る
「
き

ん
ぎ
ょ
タ
ク
シ
ー
」
を
１
台
増
台
し
、

町
民
の
皆
さ
ん
が
さ
ら
に
利
用
し
や
す

い
運
行
体
制
を
創
り
ま
す
。

○
町
道
等
整
備
事
業

５
６
７
９
万
円	

（
建
設
課
）

　

長
洲
駅
南
側
の
道
路
整
備
を
は
じ

め
、
安
全
か
つ
円
滑
な
交
通
が
で
き
る

よ
う
に
、
計
画
的
な
道
路
整
備
を
進
め

ま
す
。

○
橋
梁
等
整
備
事
業

１
８
０
０
万
円	

（
建
設
課
）

　

新
山
跨
線
橋
の
整
備
を
は
じ
め
、
橋

梁
点
検
の
結
果
を
も
と
に
計
画
的
な
補

修
を
行
う
こ
と
で
、
安
全
に
橋
梁
を
利

用
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

○
長
洲
斎
苑
火
葬
炉
整
備
事
業

１
９
７
５
万
円	

（
住
民
環
境
課
）

　

長
洲
斎
苑
火
葬
炉
の
老
朽
化
に
対
す

る
計
画
的
な
改
修
を
行
う
こ
と
で
、
火

葬
業
務
に
支
障
が
出
な
い
よ
う
に
適
正

な
運
用
を
図
り
ま
す
。

○
生
ご
み
処
理
機
・
資
源
ご
み
保

管
用
施
設
設
置
事
業

１
２
２
万
円	

（
住
民
環
境
課
）

　

家
庭
用
の
生
ご
み
処
理
機
や
各
行
政

区
へ
の
資
源
ご
み
保
管
用
施
設
の
整
備

に
対
す
る
補
助
を
行
う
こ
と
で
、
ご
み

の
減
量
化
を
図
り
ま
す
。

○
長
洲
町
人
材
バ
ン
ク
制
度
事
業

	

（
総
務
課
）

　

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
知
識
や
技
術
を

持
つ
人
が
登
録
し
、
学
習
活
動
や
地
域

づ
く
り
活
動
な
ど
の
場
で
講
師
や
実
技

指
導
者
と
し
て
活
躍
で
き
る
体
制
を
つ

く
り
ま
す
。

○
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
策

定
事
業

４
９
７
万
円	

（
総
務
課
）

　

老
朽
化
し
た
公
共
施
設
な
ど
を
改
修

し
、
計
画
的
に
整
備
し
て
い
く
た
め
の

計
画
策
定
を
行
い
ま
す
。

○
長
洲
町
地
域
創
生
推
進
事
業

５
１
１
万
円	

（
ま
ち
づ
く
り
課
）

　

各
行
政
区
に
対
す
る
支
援
を
行
う
こ

と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
区
が
創
意
工
夫
に

富
ん
だ
活
動
を
行
い
、
地
域
の
活
力
創

出
に
繋
げ
ま
す
。

○
防
犯
灯
整
備
事
業（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
）

２
６
１
万
円	

（
総
務
課
）

　

防
犯
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
取
り
換
え
る
費

用
の
一
部
補
助
や
防
犯
灯
の
無
い
場
所

に
新
し
く
整
備
す
る
こ
と
で
、
安
心
安

全
な
明
る
い
ま
ち
を
創
り
ま
す
。

○
「
防
災
マ
ッ
プ
」
更
新
事
業

６
２
４
万
円	

（
総
務
課
）

　

熊
本
県
が
指
定
す
る
土
砂
災
害
警
戒

や
特
別
警
戒
区
域
を
追
加
し
、
既
存
の

防
災
マ
ッ
プ
を
見
直
す
こ
と
で
、
地
域

の
皆
さ
ん
の
安
心
安
全
を
守
り
ま
す
。

○
消
防
ポ
ン
プ
積
載
車
等
整
備
事

業１
０
６
８
万
円	

（
総
務
課
）

　

消
防
団
に
配
備
す
る
積
載
車
お
よ
び

小
型
ポ
ン
プ
の
更
新
を
行
う
こ
と
で
、

火
災
な
ど
の
災
害
に
対
し
て
迅
速
な
対

応
を
図
り
、
地
域
の
安
心
安
全
を
守
り

ま
す
。

Chapter

Chapter

Chapter

快
適
な
暮
ら
し
が
で
き
る

安
心
の
あ
る
ま
ち

み
ん
な
の
力
で 

未
来
へつ
な
ぐ

協
働
の
あ
る
ま
ち

安
心
し
て 

生
活
で
き
る

安
全
の
あ
る
ま
ち


